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　個人消費の喚起や地方経済の活性化に重
点を置いた2014年度の補正予算案が、1
月26日通常国会で審議され2月上旬には
成立する見込みです。予算規模は総額3兆
1180億円で、政府はこれによって昨年４
月の消費増税後の買い控えや大幅な円安、輸
入品の高騰による国内景気の落ち込みの回復
を目指すとしています。これによって実質国
内総生産（GDP）を0.7％押し上げる効果
を予定しています。
　今回の補正予算の眼目は、かねてから安倍
政権が前面に押し出している「経済成長と財
政再建」の実現です。そのためにアベノミク
スの効果を地方にまで届けたいという意思を
色濃く反映した格好です。
　主な事業内容は、生活者・中小企業支援に
1.2兆円、地方活性化6000億円、そして
災害復旧・復興加速1.7兆円となっていま
す。財源は、従来のような国債発行に頼るこ
となく、税収の増加分と前年度の余剰金を充
てることで、少なくとも国の借金をさらに膨
らませずに済みそうです。
　さて注目すべきは、中小企業支援の中に盛
り込まれている「中小企業などの資金繰り
支援1583億円」と「中小企業の省エネ設
備の導入費補助930億円」に、強く関心を
持ってもらいたいところです。
　詳細については、国会通過後に担当官庁で
ある経済産業省での細目決定を待たざるを得
ませんが、自動車整備・修理事業に関わる事
業者は、この補助金に強い興味を示してもら
いたいものです。
　人であれ生活物資であれ移動の手段とし
て、公共交通機関が不足している地方社会生
活においてはクルマが唯一のものとなりま
す。過疎地になるほどクルマ社会の存在意義
があるのです。したがって全国津々浦々に自
動車整備工場は欠かせない存在となります。

　現在、認証工場は全国で9万余り存在しま
す。過去、自動車保有台数の伸びに支えられ
て拡大してきた市場でした。しかしここへき
て少子高齢化が顕著となり保有台数も現状の
8,000万台超から下り坂に向かうのは間違
いないところです。
　すでに整備事業者においては仕事量の減
少、過当競争による受注価格の下落、若年労
働者の逼迫、後継者難など経営環境マイナス
現象から今後、事業者場の減少化が避けられ
ない状況に追い込まれています。
　それゆえに今回の補助金は「アベノミクス
の恩恵を地方でも実感してもらいたい」とい
う政府の強い意志が働いています。それだけ
に、資金繰り支援の補助金についてはいち早
く自治体の経済局など窓口に相談してみると
良いでしょう。少なくとも、具体的な支援内
容がが把握できることで、必要な対処策も見
えてくるはずです。
　もうひとつは省エネ補助金です。これは既

存の設備に比べて省エネ効果が1％以上あれ
ば補助金で賄うことが出来るという制度であ
るらしいのです。「らしい」と表現したのは、
細目については国会通過後に担当の資源エネ
ルギー庁から発表となり、これを待つ他ない
ためです。
　自動車整備・修理業界で省エネ効果が大き
いと見込まれる設備機器となりますと、まず
は必須の動力源となるコンプレッサーが挙げ
られます。次いで整備事業者なら門型洗車装
置、鈑金塗装工場ならば乾燥装置が大量エネ
ルギー消費の設備と言えるでしょう。
　いずれも現行製品の省エネ性能は格段に進
歩しており、この機会を入替機会として捉え
検討することも必要かもしれません。省エネ
機器へ転換することの効果は、工場ごとの差
異があると思われますが、取引先の機械工具
販売店、あるいはオートサプライヤーから知
恵を出してもらうことも有効な手段となりま
す。

今年度補正予算3.5兆円に盛り込まれた
中小企業支援策を活用しよう
資金繰りに1583億円、省エネ補助金には930億円が含まれている
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水の使用量が従来より大幅に削減された最新の門型洗車機も省エネ効果が大きい設備のひとつ
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東京オートサロン2015 with NAPAC、出展車両・ 
ブース総数・来場者数のいずれも過去最高をさらに更新

カスタマイズの世界に
“品質”追求の傾向が顕著に

ライスラージャパンからFCAジャパンへと
社名変更した同社は、エンツォ・フェラーリ
や新幹線E6系で知られる工業デザイナー・
奥山清行氏率いるケンオクヤマデザインとア
ルファロメオをコラボレートさせたブースを
展開しました。ルノーやロータスも出展する
など、近年シェアを拡大し続けている輸入車
がカスタマイズの世界でも存在感を増しつつ
あるのが見て取れました。
　国産乗用車メーカーは昨年に続き全8社
が揃って出展しました。正式発表直前のモデ
ルを先行展示する場として活用するメーカー
が多く、広大なブースを埋め尽くすほどの来
場者が食い入るように見つめ写真に収めてい
ました。
　部品・用品関連では、タイヤ・ホイールの
輸入販売を手掛けるオートウェイが初出展し
ています。同社が主力とするATRラジアル

（インドネシア）、アドヴァンティレーシング
（シンガポール）、ハイフライ（中国）、モモ
（イタリア）、ナンカン（台湾）、ジーテック
ス（ドバイ）の6ブランドがオートウェイの

　毎年1月に開催されるカスタムカーと関
連製品の展示会「東京オートサロン2015 
with NAPAC」が1月9 〜 11日の3日間、
幕張メッセ（千葉市美浜区）で開催されまし
た。
　今回は国際展示場1 〜 11の全ホールと
イベントホールに加え、屋外展示場と国際会
議場も使用され、1社あたりのスペースが拡
大する傾向にあったため、出展者数は前回よ
り14社少ない414社となりました。しか
しブース総数は283小間多い4,163小間、
出展車両は39台多い879台、そして3日
間の来場者数は30万9,649人と、4年連
続最高記録を更新し、カーアフターマーケッ
トにおけるカスタマイズ分野が景気回復と共
に再び活況を見せ始めていることを伺わせま
した。
　まず、同展示会において年々存在感を増し
続けている自動車メーカーですが、昨年メル
セデス・ベンツが初出展したのに続き、今年
はアウディとBMWがニューフェイスとして
登場しています。1月1日付でフィアットク

ブース内でタイヤ・ホイールを展示し、その
品質をアピールしています。
　その他のタイヤメーカーは各社、ハイグ
リップモデルを中心としたプレミアムブラン
ドを訴求し、ホイールは鍛造、ヘッドランプ
交換バルブはLEDのものを各社ともPRの
中心に据えています。市販ノーマル車の性能
や質感、ドレスアップ性が急速に高まってい
る中、ほぼ犠牲なしでそれらを上回るものを
提供しようという、各社の生き残りにかける
強い意気込みが感じられました。
　オートサロンを卒業作品の発表と入学者募
集のPRの場として活用する自動車大学校・
短期大学・専門学校からは、計9校が参加し
ました。入学者数の激減が業界全体で大きな
話題となっている中、出品される車両の完成
度はますます高まっており、作品を手掛けた
学生が丁寧に来場者へ説明し、それを熱心に
見聞きする来場者の姿が各ブースで見られま
した。

トヨタ
1 月 26 日発売の新型アルファード／ヴェ
ルファイアをベースにした「スタイル LB
コンセプト」などを出品

メルセデス・ベンツ
B クラスのマイナーチェンジ車を発表する
とともに AMG 仕様のカスタマイズ車な
ど計 14 台を披露

ダイハツ
サードパーティとのコラボモデル 7 台とと
もに、年央発売予定のコペン「第 3 のモ
デル」を参考出品

アウディ
内外装をオレンジで彩った100 台限定
車、A1 スポーツバック・カラーセレクショ
ン・サモアオレンジを出品

ホンダ
2 月 13 日発売のミニバン・ジェイドをモ
デューロと無限（写真）がカスタマイズ

BMW
同ブランド初の FF ミニバン・2 シリーズ
アクティブツアラー（左）、PHV スーパー
スポーツの i8（右）などを展示

マツダ
2 月下旬発売予定の小型 SUV・CX-3、
6 月発売予定の 4 代目ロードスターを先
行展示

アルファロメオ×ケンオクヤマ
ジュリエッタをベースにしたコラボモデ
ル、ケンオクヤマ・スペチアーレなどを展
示



※一般社団法人 日本自動車工業会が
1998年に公開している自動車LCA

（ライフサイクルアセスメント）デー
タをベースに、NGPにて1500cc車
両の部品重量調査結果からCO2削減
効果参考値を算出しております。

※リターナブル梱包材の利用に伴う削
減効果はNGP協同組合独自のCO2排
出量削減の取り組みです。段ボールに
代えて、専用梱包材を繰り返し使用す
ることを前提に削減効果を算出してお
ります。

NGP 今月のCO2削減量
リサイクル部品利用に伴う削減効果

リターナブル梱包材利用に伴う削減効果

平成26年12月： 17.6t

平成26年12月：3,905t

今 月 の ト ピ ッ ク ス T O P I C S

「自動車整備人材確保・育成推進協議会」
第3回会合を開催
女性整備士の実態調査も実施へ

リサイクル部品の保証書及び
検査証を全面改訂
3月中旬より運用開始
経済産業省規格化研究会の中間総括を踏まえ 
カーオーナーへの情報提供を向上

画媒体を用いた小中学生に対するPR活動や
インターンシップの機会不足、などが指摘さ
れています。
　女性整備士に対する意見募集については、
整備士になった動機、主な業務、整備士に
なって良かったこと・苦労している点、男性
より向いている作業、職場環境・設備の改善
すべきポイントなどについてヒアリングされ
ます。なお、この意見募集では同僚の男性整
備士からも、女性整備士に対するイメージな
どについて聞き取り調査します。
　今後はこれら意見・要望に関する実態調査

ＧPパーツシステムより保証書を出力し、部
品に添付する仕組みに変更します。
　保証書の発行は、エンジン、トランスミッ
ション、ターボチャージャー、エアコンコン
プレッサー、ベーンポンプ、スターター、オ
ルタネーター、噴射ポンプ、スロットルボ
ディ、キャブレターの機能部品10品目で、
保証書と同時に走行距離や品質チェックの結
果を記載する検査証も同時発行することとし
ます。
　一般的に、多くの供給事業者では商品化に
際して車両の状態の確認、部品の検査などを
行い、その結果を記録・データ管理として保

　自動車整備に携わる人材の確保、育成を目
的に、国土交通省と自動車関係14団体が設
立した「自動車整備人材確保・育成推進協議
会」は12月19日、同会第3回会合を開催
しました。
　2014年6・7月に全国の高校を訪問した
際に得られた意見・要望が報告され、その中
では、若者の自動車および整備に対する興味
の低下、整備士養成校の高額な学費、高校に
対する整備士求人の不足および就職後に資格
取得できる二種養成施設の認知度不足、給
与・労働環境・キャリアコースへの不安、動

　NGP日本自動車リサイクル事業協同組合
（長谷川利彦理事長）は3月中旬より、NGP
リサイクル部品が発行する保証書の全面改訂
を実施し、ご利用いただくカーオーナー向け
の内容に改良いたします。
　これは、経済産業省・自動車補修用リサイ
クル部品の規格策定に関する研究会が昨年8
月に公表しました「自動車補修用リユース部
品、リビルト部品の規格策定に関する中間報
告」が、国内流通における情報提供の現状に
ついて、業界全体の課題としたことを受けて
のものです。
　従来は整備・修理工場様への保証書の発行
は、NGPリサイクル部品販売組合員が保証
書を発行していましたが、部品生産組合員
がNGPリサイクル部品を発送する際に、Ｎ

を行うとともに、その結果を2015年4月
末から7月に再度実施する高校訪問の際に
資料として活用する計画です。
　また、各運輸支局と自動車関係団体の地方
組織、整備士養成施設が同協議会と情報共
有・意見交換するための「自動車整備人材確
保・育成地方連絡会」を、2015年2月頃
より各地で設立することを決定しました。
　第4回会合は3月に実施され、その結果を
踏まえ2015年度の活動内容が決定される
予定です。

持しています。
　しかし、供給事業者側がリユース部品の販
売に際し、車両の走行距離、部品の外観情報

（傷、凹み等）、の品質に関する情報は伝えら
れるものの、部品取りをおこなった車両情
報・検査結果などについては供給事業者側の
みのデータ管理に留まっている場合も多く、
供給事業者側と利用者側（自動車整備事業者
等）との間では情報格差が生じる結果となっ
ています。
　また、供給事業者側からリユース部品、リ
ビルト部品の販売業者（地域部品商、ディー
ラー、整備事業者）に情報が伝えられた場合
でも、販売業者からカーオーナーに対して
は、価格、納期、保証内容に関する情報は伝
えられるものの、品質に関わる検査結果など
に関する情報は十分に伝えられていません。
　NGP協同組合では、保証書及び検査証の
発行に関するルール変更により、自動車整
備・修理工場の皆様が、カーオーナーに対し
ても保証書及び検査証を提示できる仕様とし
ています。これにより、カーオーナーがより
安心してリサイクル部品をご利用いただきリ
サイクル部品の利用促進に繋がることを期待
しています。

機能部品に対し保証書と共に添付される検査
証。上はエンジン用のもの
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NGP組合員かわら版

　長谷川利彦理事長は、1月20日、大分県
別府市の大石一彦名誉顧問を訪ねて、新年の
ご挨拶とともに協同組合の現状や昨年10月
の総会で決定した今期活動方針について報告
しました。今回の訪問は大橋岳彦会長、山田
彰・中村昌徳・小林信夫副理事長、玉木基裕
専務理事ら幹部も同行しています。大石名誉
顧問は長らくご自宅で療養を続けています
が、近頃は健やかにお過ごしのようです。
　大石名誉顧問はNGPオンラインシステム

構築に尽力する中、病に倒れました。しかし
ながら、NGPの原点である三大信条「お客
様第一！」「よりよい商品を！ より正確に！ 
より早く！」「補修部品業界のリーダーたる
こと！」は、青年部会メンバーを中心とする
新しい世代の経営者にも、着実に受け継がれ
ています。
　NGP協同組合は大石名誉顧問が歩んだ道
を改めて胸に刻み、激変が続く事業環境に今
後も素早く対応して、お客様満足および品

　長谷川利彦理事長をはじめとしたNGP協
同組合理事と(株)NGP役員は1月22日、
明治神宮（東京都渋谷区）に参拝し、毎年恒
例の新年祈願を行いました。
　長谷川理事長は参拝後、「日本経済は全体
では好況で、明治神宮への参拝者も例年にな
く多いように思われます。NGPグループも

　NGP青年部会の第10回会合が1月17
日、東京都港区のNGP本部で開催されまし
た。「500億プロジェクト」リーダーの小林
信夫副理事長、副リーダーの青木金也理事、
組織指導委員会の佃正人委員長らも出席し、
各チームの活動の進捗報告と今後の活動方針
について活発な意見交換をおこないました。
　会合の冒頭で小林副理事長は「年間部品販
売金額500億円は“やりたい数字”ではな
く“やらなければならない数字”です。か
つて青年部会の清水道悦副部会長が率いる
(株)ユーパーツを訪問した際、朝礼で売上

質の向上を、業界No.1団体としての責任を
持って継続的に実現していきます。

おかげさまで500億プロジェクトが順調に
推移していますので、この勢いで走り抜け、
今年1年のいいスタートにしたいと思いま
す。また、昨年は水害などもありましたが、
事故や災害の無い一年になりますよう、皆様
が安全無事に過ごせることをお祈りしまし
た」と話しています。

目標を高らかに唱和していましたが、そうし
た明確なビジョンを掲げ着々と目標に取り組
んだ結果、現在はその目標をはるかに超える
実績をコンスタントにあげています。ビジョ
ンなき組合員に檄を飛ばす、そんな役割を果
たすことを、青年部会に期待しています」と
激励しました。
　その後、具体的な販売強化策について、取
引実績の少ない整備・修理工場の訪問、カー
オーナーに向けたチラシの配布・キャンペー
ンの展開といった取り組み事例が紹介され、
部品取り車両仕入れだけではなくNGPリサ

NGP理事・役員、明治神宮を参拝
500億達成と事故・災害のない1年を祈願

第10回NGP青年部会開催
500億達成のけん引的役割に期待

大石一彦名誉顧問を訪問
今期の重点活動方針を報告

組合員情報変更   

支部 会社名 変更内容 変更後 変更日

南関東 有限会社アンドーカーパーツ
（変更後は株式会社アンドーカーパーツ）

組織変更
・移転

株式会社アンドーカーパーツ
〒413-0713　静岡県下田市加増野10-2
TEL 0558-28-0939　FAX 0558-28-0880

27年
1月5日

イクル部品を販売するための営業活動を行う
ことの重要性を再認識しました。
　今後の活動としては、昨年実施した「電話
応対コンテスト」の支部代表者の動画をま
とめたDVDを全組合員へ展開するほか、全
参加者の動画を期間限定で閲覧可能にする
こと、また今後は「ecoユニットNGP」活
動の一環として、青年部会開催時に毎回、
NGP本部近隣の清掃活動を実施することを
決定しています。


